
九

専
攻
学
科
目　

医
学
・
医
理
工
学

生　

年　

月　

昭
和
三
二
年　

三
月

略　
　
　

歴　

昭
和
五
六
年　

三
月

同　

五
六
年　

六
月

同　

六
一
年　

四
月

同　

六
一
年
一
〇
月

同　

六
二
年
一
〇
月

平
成　

二
年　

九
月

同　
　

五
年　

四
月

同　

一
〇
年　

六
月

同　

一
八
年
一
〇
月

同　

二
一
年　

二
月

同　

二
七
年　

四
月

同　

二
九
年　

四
月

同　

二
九
年　

四
月

令
和　

二
年　

四
月

北
海
道
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

北
海
道
大
学
医
学
部
附
属
病
院
研
修
医

北
海
道
大
学
医
学
部
助
手

カ
ナ
ダ
・
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
客
員
臨
床
研
究
員

英
国
ク
リ
ス
テ
ィ
病
院
ホ
ル
ト
ラ
ジ
ウ
ム
研
究
所
客
員
臨
床
研
修
医

医
学
博
士

北
海
道
大
学
医
学
部
附
属
病
院
講
師

北
海
道
大
学
医
学
部
助
教
授

北
海
道
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
教
授
（
平
成
二
九
年
三
月
ま
で
）

最
先
端
研
究
開
発
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
心
研
究
者
（
内
閣
府
）

北
海
道
大
学
デ
ィ
ス
テ
ィ
ン
グ
イ
ッ
シ
ュ
ト
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
（
現
在
に
至
る
）

北
海
道
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
教
授
（
現
在
に
至
る
）

北
海
道
大
学
大
学
院
医
理
工
学
院
長
（
令
和
三
年
三
月
ま
で
）

北
海
道
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
医
理
工
学
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ン
タ
ー
長
（
令
和
四
年
三
月

ま
で
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

白し
ら　

土と　

博ひ
ろ　

樹き
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医
学
博
士
白
土
博
樹
氏
の
「
が
ん
の
動
体
追
跡

放
射
線
治
療
・
粒
子
線
治
療
に
関
す
る
医
理
工

学
研
究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

が
ん
の
放
射
線
治
療
で
は
、「
如
何
に
し
て
周
囲
の
正
常
細
胞
に
当
た
る
放

射
線
の
量
と
範
囲
を
減
ら
し
、
が
ん
に
だ
け
放
射
線
を
集
中
す
る
か
」
と
い
う

こ
と
が
、
治
療
戦
略
上
重
要
と
な
る
。
白
土
博
樹
氏
は
、
過
去
の
放
射
線
治
療

成
績
と
小
動
物
実
験
結
果
か
ら
、
大
線
量
を
短
期
間
に
正
確
に
が
ん
に
集
中
し

て
照
射
す
る
こ
と
の
医
生
物
学
的
妥
当
性
を
示
し
た
う
え
で
、
ヒ
ト
へ
の
Ｘ
線

治
療
の
空
間
的
・
時
間
的
精
度
を
高
め
る
動
体
追
跡
放
射
線
治
療
を
開
発
し
、

呼
吸
や
腸
動
な
ど
に
よ
る
が
ん
の
動
き
に
関
す
る
新
知
見
を
発
表
し
た
。
さ
ら

に
大
型
の
が
ん
へ
の
線
量
集
中
性
に
優
れ
る
動
体
追
跡
粒
子
線
治
療
を
開
発

し
、
こ
れ
ら
の
医
療
機
器
・
技
術
を
国
内
の
保
険
診
療
に
繋
げ
る
一
方
、
海
外

の
世
界
最
高
峰
の
大
学
病
院
・
医
療
機
関
等
に
も
普
及
さ
せ
た
。

一
．
生
体
組
織
に
Ｘ
線
一
回
照
射
で
安
全
に
照
射
で
き
る
線
量
は
直
径
一
㎝

程
度
以
下
で
急
激
に
上
昇
す
る
こ
と
を
、
過
去
の
ヒ
ト
皮
膚
放
射
線
治
療
の
解

析
と
、
ラ
ッ
ト
脊
髄
照
射
実
験
の
結
果
を
説
明
で
き
る
「
細
胞
遊
走
に
よ
る
体

積
効
果
モ
デ
ル
」
か
ら
示
し
た
。

二
．
小
型
脳
腫
瘍
等
へ
の
±
一
㎜
の
精
度
で
の
一
回
大
線
量
照
射
の
た
め

に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
自
主
開
発
し
、
国
産
初
の
脳
定
位
放
射
線
治
療
シ
ス
テ
ム

の
製
品
化
に
つ
な
げ
、
Ｘ
線
の
脳
一
回
照
射
の
安
全
性
と
効
果
を
発
表
し
た
。

転
移
性
脳
腫
瘍
へ
の
多
施
設
共
同
無
作
為
化
比
較
試
験
を
行
い
、
そ
の
成
果
は

世
界
各
国
の
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

三
．「
体
内
で
呼
吸
や
腸
動
な
ど
で
動
い
て
い
る
臓
器
に
発
生
し
た
が
ん
に

ど
の
よ
う
に
正
確
に
放
射
線
を
集
中
す
る
か
？
」
と
い
う
課
題
に
対
し
、
白
土

氏
は
、
放
射
線
治
療
中
の
二
方
向
の
直
交
Ｘ
線
透
視
撮
影
で
、
が
ん
近
傍
に
留

置
し
た
一
・
五－

二
㎜
の
金
マ
ー
カ
ー
を
〇
・
〇
三
三
秒
毎
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム

パ
タ
ー
ン
認
識
技
術
で
自
動
認
識
し
、
計
画
し
た
三
次
元
位
置
に
金
マ
ー
カ
ー

が
位
置
し
て
い
る
間
だ
け
治
療
用
放
射
線
の
同
期
照
射
を
行
う
治
療
を
考
案
、

全
世
界
で
初
め
て
有
効
な
解
決
策
を
示
し
、
本
治
療
法
を
動
体
追
跡
放
射
線
治

療
（real-tim

e tum
or tracking radiation therapy

）
と
命
名
し
た
。

四
．
動
体
追
跡
Ｘ
線
治
療
装
置
を
国
内
医
療
機
器
製
造
業
者
と
共
同
開
発

し
、
呼
吸
や
腸
動
な
ど
で
動
く
臓
器
に
発
生
し
た
が
ん
へ
の
照
射
の
位
置
精
度

を
±
一
・
〇－

二
・
〇
㎜
に
高
め
、
周
囲
正
常
組
織
へ
の
無
駄
な
照
射
範
囲
を

三
分
の
一
か
ら
四
分
の
一
に
抑
え
、
先
進
医
療
を
経
て
保
険
収
載
に
結
び
付
け

た
。
同
装
置
を
利
用
し
て
北
海
道
大
学
病
院
で
一
四
七
三
例
（
令
和
三
年
九
月

時
点
）
の
初
期
の
肺
が
ん
・
肝
が
ん
・
前
立
腺
が
ん
等
を
治
療
し
、
体
内
の
動

き
に
関
す
る
様
々
な
新
知
見
を
発
表
し
、
従
来
の
Ｘ
線
治
療
よ
り
も
少
な
い
有
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害
反
応
（
副
作
用
）
で
手
術
に
匹
敵
す
る
成
績
を
挙
げ
た
。
同
技
術
は
白
土
氏

が
代
表
者
の
先
端
医
療
開
発
特
区
（
ス
ー
パ
ー
特
区
）
の
指
定
を
受
け
、
現
在

も
国
内
大
学
病
院
等
一
五
施
設
で
高
精
度
Ｘ
線
治
療
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

五
．
動
体
追
跡
Ｘ
線
治
療
装
置
で
は
、
体
内
の
金
マ
ー
カ
ー
の
位
置
を
〇
・

〇
三
三
秒
毎
に
自
動
的
に
把
握
す
る
こ
と
で
、
世
界
で
初
め
て
三
次
元
的
移
動

の
軌
跡
を
解
析
可
能
と
し
、
海
外
か
ら
の
研
究
者
が
数
多
く
北
海
道
大
学
を
訪

れ
共
同
研
究
を
行
っ
た
。
以
前
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
「
腫
瘍
の
動
き
」
に

関
す
る
新
知
見
が
次
々
と
得
ら
れ
、
代
表
論
文
は
「
臓
器
の
動
き
（O

rgan 

m
otion

）」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
場
合
に
、
腫
瘍
学
分
野
で
世
界
一
位
の
引

用
数
の
論
文
と
な
り
、
多
く
の
医
療
従
事
者
の
た
め
の
教
科
書
で
引
用
さ
れ
た
。

六
．
大
き
な
腫
瘍
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
動
体
追
跡
技
術
と
粒
子
線
治

療
技
術
と
の
融
合
を
目
指
し
て
、
Ｘ
線
透
視
装
置
二
台
を
粒
子
線
治
療
装
置
に

内
在
化
し
、
粒
子
線
治
療
装
置
全
体
の
体
積
を
従
来
の
五
〇
％
に
縮
小
、
コ
ス

ト
も
下
げ
ら
れ
る
小
型
動
体
追
跡
ス
ポ
ッ
ト
ス
キ
ャ
ン
型
陽
子
線
治
療
装
置
を

考
案
し
た
。
本
装
置
の
共
同
開
発
を
最
先
端
研
究
開
発
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お

い
て
国
内
医
療
機
器
製
造
業
者
と
行
い
、
先
進
医
療
を
経
て
、
保
険
収
載
に
結

び
付
け
た
。

七
．
動
体
追
跡
Ｘ
線
治
療
装
置
で
得
ら
れ
た
過
去
の
ヒ
ト
の
体
内
の
が
ん
の

動
き
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
粒
子
線
加
速
器
自
体
の
制
御
方
法
を
決
定
す
る
特

許
を
同
国
内
医
療
機
器
製
造
業
者
と
北
海
道
大
学
理
工
系
研
究
者
と
共
同
で
取

得
し
た
。
本
特
許
は
、
そ
の
年
の
我
が
国
の
最
高
の
特
許
に
与
え
ら
れ
る
恩
賜

発
明
賞
を
平
成
二
九
年
に
受
賞
し
た
。

八
．
動
体
追
跡
陽
子
線
治
療
装
置
は
、
米
国
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
病

院
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
等
の
世
界
最
高
峰
の
一
一
病
院
に
導

入
さ
れ
た
。
続
い
て
、
動
体
追
跡
技
術
と
重
粒
子
線
治
療
技
術
を
融
合
し
た
装

置
が
他
の
国
内
外
の
二
病
院
に
導
入
さ
れ
た
。

九
．
今
後
の
動
体
追
跡
放
射
線
治
療
・
粒
子
線
治
療
技
術
の
全
世
界
で
の
安

全
な
発
展
の
た
め
に
、
国
際
電
気
標
準
会
議
（IEC

）
に
同
技
術
に
関
す
る
国

際
規
格
を
提
案
し
、TR

62926

と
し
て
承
認
・
発
行
さ
れ
た
。

十
．
平
成
二
九
年
に
放
射
線
医
療
機
器
の
研
究
開
発
を
行
え
る
人
材
育
成
を

目
的
と
し
た
大
学
院
医
理
工
学
院
を
北
海
道
大
学
に
開
講
し
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
学
や
上
記
医
療
機
関
と
連
携
し
、
国
際
性
豊
か
な
若
手
医
理
工
学
研
究
者

の
人
材
育
成
を
始
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
白
土
氏
が
、
積
み
重
ね
て
き
た
過
去
約
二
〇
年
間
の
研
究

活
動
に
お
い
て
発
表
し
た
原
著
論
文
の
う
ち
、
引
用
数
上
位
一
％
は
八
編
、
上

位
一
〇
％
は
六
八
編
（W

eb of Science, 

令
和
三
年
九
月
一
四
日
）
に
の
ぼ
り
、

世
界
の
医
学
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
白
土
氏
は

こ
れ
ら
の
医
理
工
学
研
究
全
体
を
通
し
、
発
案
、
産
学
連
携
研
究
・
開
発
・
薬

機
承
認
・
保
険
収
載
ま
で
の
橋
渡
し
研
究
、
国
際
規
格
の
提
案
、
若
手
研
究
者

の
人
材
育
成
に
貢
献
し
、
先
導
的
役
割
を
果
た
し
た
。
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